
1.

サイレージ用とうもろこしの推奨品程の編入 ・廃止

(奮試 尊 地部)

背景とね らい

最近のサイレージ用とうもろこしの栽培は、 飼養給与上並びに草地更新利用等の理

由から、 有効嶺算温度の少ない高標高地での普及拡大も見 られてきている。 また一芳

本県の置かれている気象変動に対応 して、 とうもろこしの良質安定生産のためには、

品種選定上、極早生種の採用が重要である。そこで、最近の栽増試験等等から、ホ県

に適すると思われる極早生種として、 ロイヤルデントリンダ (T H 8 2 0 8 2 )を 推

奨品種に編入し、栽培面積が少なく種子需要が少ないため種子流通が行われなくなる

スーパーデント2号 ( T X 7 4 )を 廃止する。

技術の内容

(1 )編 入する品種の来歴及び品種特性

品 梱 名 ( 系 統 名 ) ロイヤルデントリンダ (TH82082)

来 歴 アメリカトップフアーム社

粒 質 フリントXデント

早晩性 (相対熟皮 ) 極早生  (90)

竹

性

試験場所 (年次) 岩手畜試他  (S60～ 62)

離穂抽出期 (月日) 7.27

縮糸抽出畑 (月日) 7.31

☆ 終 期 ( 月 日) 9.   5

禅 長 ( c  n ) 267

若 配 穂 高 ( c 皿) 118

」二害五重室 (kg/10a) 7260

乾

物

童

全重 (kg/10a) 1745

配穂重 (kg/10a) 838。 3

Tめ N収孟 (kg/10a) 1240,0

耐 倒 伏 性 強

耐 痛 性 強

遣 地 県下全城

栽増上の竹敵 と留意点
生育揃いがよく、極早生にしては禅長が高

く、耐倒伏性にも優れる。遺正穀橋本数は

7500～8000本/10aである。
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自家採程はできない。

し栽増すること。

レージ用 と うもろ こしの 品

図-1 バ ィオエアF号 (や3965A)と の収量比較K3/a
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試験年次 パ イオエアF号
ロイヤルデント

バイオニアF号  ロ ィャルデントリンダ
くP3 9 6 5 A )  ( T F 1 8 2 0 8 2 )

何gttU57-60交」

バイオエアF号  ロ ィキルデントリンダ
くP3965A)  (TFi82082)

昭和57～59年

昭和61～62年iブ:ンタ
｀
  ‖g和60-62塗

]

吻 全重 (乾物)国 TD乱 収量 圏 雌稔重 (乾物)

,主)夕ヽ イオエアF号 ‐(P3965A)は Wg千
161年度までの極早生極のす性奨品題

試験場所 :畜産試験場 (標高250m) 畜 産試験場外山分場 (複南720m)
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